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1

カ
ラ
マ
ツ
が
主
役
に

主
伐
期
を
迎
え
た
人
工
林
の
多
く
で
伐

採
、
再
造
林
が
進
ま
な
い
状
況
を
ど
う
打

開
す
る
か
。

東
北
で
も
、
多
く
の
県
で
再
造
林
率
が

ま
だ
0
0
%
以
下
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
こ
の

主
伐
-
再
造
林
問
題
の
解
決
は
大
き
な
課

題
で
す
。
し
か
し
、
経
費
削
減
に
つ
な
が

る
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
一
貫
作
業
の

導
入
や
植
栽
後
の
下
刈
り
作
業
省
略
な
ど

で
、
最
近
、
こ
の
間
題
も
よ
う
や
く
解
消

に
向
か
う
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
岩
手
県
で
は
、
カ
ラ

マ
ツ
が
再
造
林
の
主
役
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
(
写
真
1
)
。
背
景
に
は
、
松
く

い
虫
被
害
に
対
す
る
ア
カ
マ
ツ
か
ら
の
樹

種
転
換
や
材
価
の
上
昇
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
カ
ラ
マ
ツ
を
再
造
林
す
る

場
合
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
が
必
要
か
、

筆
者
が
関
わ
っ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※

の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
植
栽
時
期
と

下
刈
り
省
略
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

2

コ
ン
テ
ナ
苗
で
も
夏
の
植
栽
は
要
注
意

コ
ン
テ
ナ
苗
の
長
所
の
ひ
と
つ
は
、
乾

燥
条
件
で
植
栽
す
る
と
裸
苗
よ
り
も
活
着

が
良
い
こ
と
で
す
。
こ
の
高
い
耐
乾
性
は
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
用
い
た
瀧
水
処
理
や
摘

菓
実
験
で
確
か
め
ら
れ
て
お
り
、
カ
ラ
マ

ツ
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
長
所
を
も
っ
て
、
夏
を

含
め
た
通
年
植
栽
が
可
能
か
ど
う
か
に
は

少
し
注
意
が
要
り
ま
す
。

例
え
ば
、
北
海
道
で
カ
ラ
マ
ツ
の
コ
ン

テ
ナ
苗
を
季
節
別
に
植
栽
し
た
試
験
で

は
、
最
も
雨
が
少
な
い
7
月
に
植
栽
す
る

と
、
生
存
率
が
他
の
季
節
よ
り
大
き
く

低
下
し
て
い
ま
す
(
1
)
。
そ
の
原
因
に
は
、

少
雨
に
よ
る
土
壌
の
乾
燥
が
厳
し
か
・
つ
た

こ
と
以
外
に
、
カ
ラ
マ
ツ
の
樹
種
特
性
も

関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

落
葉
樹
の
カ
ラ
マ
ツ
は
、
夏
に
か
け
て

針
葉
を
新
た
に
展
開
し
て
光
合
成
を
す
る

た
め
、
、
葉
の
一
部
を
入
れ
替
え
る
ス
ギ
な

ど
に
比
べ
る
と
、
こ
の
時
期
の
水
分
要
求

量
は
相
対
的
に
多
く
な
り
ま
す
。
し
か
も
、

こ
i
の
時
期
は
、
葉
量
に
対
す
る
根
(
和
枝
)

の
量
が
少
な
い
た
め
に
、
厳
し
い
土
壌
乾

燥
に
対
し
て
水
分
吸
収
の
点
で
体
制
が
整

わ
ず
に
枯
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
夏
に

細
根
が
少
な
い
の
は
、
カ
ラ

マ
ツ
の
場
合
、
根
の
成
長
が

季
節
的
に
は
春
先
と
初
秋
に

集
中
す
る
の
を
反
映
し
て
い

ま
す
(
2
)
。

東
北
で
は
、
梅
雨
の
な
い

北
海
道
に
比
べ
る
と
、
こ
う

し
た
夏
の
乾
燥
に
伴
う
リ
ス

ク
は
低
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
夏
場
の
植
栽

で
は
、
や
は
り
直
前
に
雨
が

全
く
降
ら
な
け
れ
ば
時
期
を

遅
ら
せ
る
な
ど
柔
軟
な
対
応

が
必
要
で
す
。

3

下
刈
り
は
前
半
集
中
で

回
数
削
減

下
刈
り
の
コ
ス
ト
と
労
力

を
と
も
に
削
減
で
き
る
最
も

簡
単
な
方
法
は
、
作
業
の
回

数
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
戦

後
の
拡
大
造
林
時
は
、
下
刈

り
は
植
栽
後
5
̃
6
年
続
け

る
の
か
標
準
で
し
た
。
し
か

し
、
再
造
林
の
場
合
、
初
期
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の
雑
草
木
の
量
も
当
然
少
な
め
に
な
り
ま

す
。
で
は
、
下
刈
り
作
業
は
ど
れ
く
ら
い

省
略
で
き
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
各

地
で
行
わ
れ
た
実
証
試
験
(
お
も
に
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
植
栽
)

か
ら
は
、
つ
る
性
植
物
な

ど
が
極
端
に
繁
茂
し
な
い
限
り
、
回
数
は

お
よ
そ
半
減
(
隔
年
下
刈
り
含
む
)

さ
せ

て
も
成
林
さ
せ
る
上
で
問
題
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

東
北
の
カ
ラ
マ
ツ
で
は
、
こ
う
し
た
実

証
試
験
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
岩
手
県

で
の
複
数
の
事
例
に
よ
る
と
、
や
は
り
下

刈
り
回
数
は
ほ
ぼ
半
減
で
き
る
可
能
性
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
(
3
)
。

た
だ
し
、
そ
の
場
合
注
意
し
た
い
の
は
、

陽
樹
の
カ
ラ
マ
ツ
は
被
圧
に
弱
く
、
逆
に

言
え
ば
光
条
件
が
良
け
れ
ば
初
期
成
長
に

優
れ
て
い
る
の
で
、
下
刈
り
作
業
は
な
る

べ
く
植
栽
後
の
初
期
段
階
は
省
略
し
な
い

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
回
数
を
半
減
す
る

に
し
て
も
、
単
純
に
隔
年
で
下
刈
り
す
る

よ
り
も
、
植
栽
後
2
̃
3
年
目
ま
で
は
毎

年
下
刈
り
を
続
け
る
方
が
、
雑
草
木
か
ら

早
く
抜
け
出
す
の
に
効
果
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
貫
作
業
で
機
械

地
揮
え
を
行
い
、
植
栽
時
に
十
分
雑
草
木
/

を
除
去
で
き
れ
ば
、
最
初
の
下
刈
り
も
省

略
し
て
最
低
2
、
3
年
目
だ
け
で
済
ま
せ

る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
。

4

お
わ
り
に

最
近
、
カ
ラ
マ
ツ
の
造
林
適
地
を
探
る

試
験
研
究
が
、
東
北
一
の
日
本
海
側
地
域
で

も
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
雪
地
で
の
造

林
は
不
向
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う

し
た
地
域
に
残
る
カ
ラ
マ
ツ
の
高
齢
人
工

林
(
写
真
2
)
を
み
る
と
、
例
え
ば
積
雪

深
が
1
̃
2
m
程
度
で
も
十
分
成
林
す
る

場
所
は
か
な
り
あ
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

今
後
再
造
林
や
カ
ラ
マ
ツ
へ
の
樹
種
転
換

の
是
非
を
正
し
く
判
断
す
る
た
め
に
は
、

そ
う
し
た
古
い
林
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
て

具
体
的
な
適
地
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
た

り
、
か
つ
て
東
北
の
カ
ラ
マ
ツ
造
林
で
問

題
と
さ
れ
た
病
虫
獣
害
(
先
枯
病
、
野
鼠

害
な
ど
)

の
リ
ス
ク
な
ど
も
検
討
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。

紹
介
し
た
内
容
の
詳
細
は
以
下
の
文
献

や
成
果
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
ご
欄
下
さ

ヽ
●

〇

Y

(
1
)

原
山
尚
徳
・
来
園
和
人
(
2
-
 
0

工
9
)
「
カ
ラ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
が
枯

れ
た
原
因
を
探
る
。
低
コ
ス
ト
再
造
林

へ
の
挑
戦
」

(
中
村
松
三
ら
編
著
)

『
日

本
林
業
調
査
会
』

8
4
-
8
5
。

(
2
)
成
松
眞
樹
ら

(
2
0
1
6
)

「
カ
ラ

マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
時
期
が
植
栽

後
の
活
着
と
成
長
に
及
ぼ
す
影
響
」
『
日

林
誌
』

9
8
、
1
6
7
I
1
7
5
。

(
3
)
野
口
麻
穂
子
ら

(
2
0
1
9
)

「
再

造
林
の
下
刈
り
省
力
化
に
向
け
て

̃

東
北
地
方
の
実
証
事
例
か
ら
̃
」

『
森

林
と
林
業
』

2
0
1
9
年
1
0
月
号
、
1
4

1
5
0

写真2 秋田県のカラマツ人工林

(約120年生;仙北市美郷町)

※
「
優
良
苗
の
安
定
供
給
と
下
刈
り
省
力

化
に
よ
る
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
体
系
の

開
発
」

(
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

生
研
支
援
セ
ン
タ
ー
)

の
成
果
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
類
‥
「
育
苗
中
困
っ
た
な
と

い
う
時
に
̃
コ
ン
テ
ナ
苗
症
例
集
̃
」

(
2
0
1
9
)
森
林
総
合
研
究
所
、
「
低

コ
ス
ト
再
造
林
に
役
立
つ
"
下
刈
り
省

略
手
法
“
ア
ラ
カ
ル
ト
」

(
2
0
1
9
)

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
(
い
ず
れ

も
、
森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
)

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所梶

本

卓
也

0
1
9

(
6
4
1
)

2
1
5
0

東北の衛コスト再造林とカラマツ
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